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平和祈念展
　7月21日から29日まで、ふれあい文化センターで平和祈念展
を開催しました。戦時資料の展示や戦争平和に関するビデオ上
映の他、土・日曜日（計４日間）には、筑紫原爆被害者の会の語り
部による被爆体験の証言も行われ、会場を訪れた小学生や家族
連れなどは、その過酷な体験談に耳を傾けていました。



K A S U G A         C I T Y2

　
収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭
的

問
題
で
納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
８
月
15
日
㈬
は
休
み
ま
す
。

場
所
　
市
役
所
１
階
納
税
相
談
室

定
員
　
６
人
（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間
　
１
人
60
分
程
度

相
談
員
　
松
永
長
一
さ
ん（
２
級
Ｆ
Ｐ
技

能
士
）

費
用
　
無
料

※
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
　
電
話
で
住
所
、氏
名
を
伝
え
る

　
市
は
、収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭
的
な
理
由
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
人
を

対
象
に
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｆ
Ｐ
）に
よ
る
納
税
相
談
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｐ
は
、
家
計
の
収
支
や
負
債
な
ど
の
現
状
を
分
析
し
、
相
談
者
の
将
来
設
計
を

達
成
す
る
た
め
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
国
家
資
格
を

持
つ
専
門
家
で
す
。

　
こ
の
相
談
窓
口
で
は
、
滞
納
の
あ
る
人
の
家
計
の
収
支
や
借
金
返
済
計
画
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
で
、
生
活
を
維
持
し
つ
つ
、
市
税
滞
納
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

フ
ァイ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
納
税
相
談
開
始

税
の
滞
納
の
削
減
を
目
指
し
て

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
納
税
課
納
税
推    

進
担
当
（
市
役
所
１
階
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
１

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
納
税
相
談

計
の
専
門
家
が
相
談
者
と
一
緒

に
な
っ
て
考
え
ま
す

家　
近
年
、
話
題
と
な
っ
て
い
た
消
費
者

金
融
か
ら
の
過
払
い
請
求
件
数
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

銀
行
か
ら
の
借
入
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
負

債
過
多
な
ど
利
息
制
限
法
以
内
の
借
入

が
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
の
よ

う
な
Ｆ
Ｐ
が
業
務
委
託
を
受
け
、
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｐ
は
家
計
・
生
活
の
相
談
役
で
す
。

家
庭
の
お
金
の
使
い
方
が
整
理
さ
れ
て

い
な
い
場
合
な
ど
に
、
生
活
状
況
を
聞

き
取
り
、
改
善
へ
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

　「
無
駄
が
な
い
か
」「
お
金
の
使
い
方
が

間
違
っ
て
な
い
か
」を
相
談
者
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
収
支
を
安

定
さ
せ
、
納
税
能
力
を
整
え
る
こ
と
を

目
的
に
、相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

活
の
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

生　
あ
る
家
庭
か
ら
受
け
た
相
談
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
家
庭
は
借
金
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

収
入
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
支
出
が
な

さ
れ
て
い
る
か
把
握
し
て
お
ら
ず
、結
果
、

市
税
が
滞
納
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、家
庭
の
生
活
状
況
を
聞
き
、家

計
の
整
理
を
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
お

金
の
役
割
分
担
を
決
め
ま
す
。
家
計
簿

を
作
り
、
食
費
、
水
道
光
熱
費
、
日
用

雑
貨
費
、
被
服
費
、
医
療
費
、
交
際
費

の
６
つ
の
袋
を
作

り
、
家
計
の
予
算

を
組
み
立
て
ま
す
。

　
当
然
、
計
画
的

な
納
税
を
し
な
が

ら
最
終
的
に
は
貯
蓄
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
あ
る
程
度
は
切
り
詰
め
た

も
の
に
な
り
ま
す
が
、
数
カ
月
で
お
金

が
少
し
ず
つ
袋
の
中
に
余
る
よ
う
に
計

画
を
立
て
ま
す
。

　
家
族
で
温
泉
や
旅
行
な
ど
に
行
け
る

よ
う
な
楽
し
み
と
目
標
を
も
っ
た
家
計

簿
を
作
り
、
生
活
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
が
「
無
駄
が
な
い
か
」「
お

金
の
使
い
方
が
間
違
っ
て
な
い
か
」
を
、

相
談
者
と
Ｆ
Ｐ
が
一
緒
に
考
え
る
と
い

相談員

松
まつなが

永  長
ちょういち

一さん
（2級 FP技能士）
㈱KFPパートナーズ
代表取締役。平戸市、
伊万里市、宗像市な
どで納税の相談業務
を行う。

「
滞
納
は
放
置
せ
ず
、

　納
税
課
へ
ご
相
談
を
」

Ｆ
Ｐ
に
聞
く
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市
は
、
納
期
限
を
守
り
正
し
く
納
税
し

て
い
る
皆
さ
ん
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
へ
の
差
し
押
さ

え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
市
税
が
納
付
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
ま
ず
督
促
状
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
後
も
納
付
や
納
税
の
相
談
が
な

い
場
合
は
、
財
産
調
査
の
上
、
差
し
押
さ

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
の
件
数
は
、
年
間
約
１
０

０
０
件
に
及
び
ま
す（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

　
ま
た
、
高
額
の
滞
納
の
場
合
は
、
福
岡

県
（
地
方
税
収
対
策
本
部
特
別
機
動
班
）

滞
納
額
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

　
　
　差
し
押
さ
え
の
強
化
で
徴
収
率
が
向
上

と
共
同
で

滞
納
整
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
に
よ
り
、
収
納
率
は
向

上
の
傾
向
に
あ
り
ま
す（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
滞

納
処
分
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

95.0

95.5

96.0

96.5

97.0

97.5

98.0

98.5
％

平成19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

97.85
97.69

97.81 97.91
98.20

97.33
97.03 97.52

97.69

98.17

95.55

96.11 96.20
96.36

96.65

固定資産税

軽自動車税

市民税

市税別収納率（現年度分）の推移（グラフ2） 
　
な
お
、
市
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
手
数
料
１
０
０
円
と
、
年
14
・
６
％

の
延
滞
金
を
加
算
し
た
額
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
病
気
や
失
業
、
事
業
不
振
な
ど
、
不
測

の
事
態
に
よ
り
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
納
税
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
よ
う
な
借
金
で
も
見
直
す
こ

と
で
改
善
で
き
ま
す

ど　こ
こ
数
年
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
含
め
た

借
入
金
の
収
入
に
対
す
る
返
済
比
率
が

原
因
と
な
り
、
住
宅
を
手
放
す
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
返
済
比
率
は
、
支
出
の
内
訳
で
判
断

で
き
ま
す
。
通
常
、生
活
費
が
60
％
、車

の
買
い
替
え
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
の
貯
蓄
が
20
％
、
残
り
の
20
％

が
借
金
の
返
済
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
収
入
に
見
合
わ
な
い
無
理
な

返
済
を
し
て
い
る
と
借
金
返
済
に
目
先

が
奪
わ
れ
、
冷
静
な
判
断
力
を
失
い
、

借
金
返
済
も
納
税
も
中
途
半
端
に
な
り
、

ど
ち
ら
も
滞
納

し
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な

問
題
に
対
し
、

例
え
ば
住
宅
ロ
ー

ン
の
場
合
で
あ

れ
ば
、
返
済
期

間
の
延
長
や
計
画
そ
の
も
の
の
見
直
し

を
助
言
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
計
画

的
な
納
税
と
借
金
返
済
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
生
活
も
安
定
し
ま
す
。

　
Ｆ
Ｐ
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
の
見

直
し
、安
定
し
た
家
計
と
計
画
的
な
納

付
計
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

訪
れ
た
相
談
者
か
ら
、「
親
や
周
り
の
人

に
相
談
で
き
な
く
て
ど
う
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
状
況
を

客
観
的
に
判
断
し
て
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

Ｐ
納
税
相
談
が
改
善
に
つ
な
が
っ

た
事
例

Ｆ▽
家
計

　
家
族
全
員
の
収
入
・
支
出
を

見
直
し
、無
駄
な
支
出
を
抑
え
、

毎
月
の
家
計
簿
を
付
け
て
も
ら

う
こ
と
で
、
計
画
的
な
納
税
や

返
済
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
借
入

　
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
計
画
を

見
直
し
、
毎
月
の
返
済
額
が
下

が
っ
た
分
で
、
計
画
的
な
納
税

や
返
済
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
過
払
　
聞
き
取
り
か
ら
過
払
い
金
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

弁
護
士
へ
の
手
続
き
支
援
を
行

い
、
過
払
い
金
返
還
請
求
手
続

き
に
つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
納
税
相
談
を
受
け
る

こ
と
で
、
滞
納
が
改
善
す
る
事
例
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
支
払
い
に
困
っ
た

場
合
は
、早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

にで
い
ま
す
。

200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400

平成19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

件

409

1187

1317

903
972

給与・その他
所得税還付金
生命保険
不動産
預貯金

差し押さえ件数の推移（グラフ1） 
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〜
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
！
〜

みんなで楽しく遊べるスポーツやレクリエーションが
いっぱいあるよ！！

春日市スポーツ推進委員と一緒に楽しもう！！
期日・場所
　▶9月30日㈰　市民スポーツセンターグラウンド
　▶10月7日㈰　勤労青少年ホーム体育室
時間▶午前10時～午後2時（予定）
※予約は不要で誰でも参加できます。屋内は上靴を
忘れずに持ってきてください。

内容▶軽量バレーボール、アジャタ、ペタンク、ストラッ
クアウト、バッゴー、ドンパ、シャッフルボードな
ど

ニュースポーツ＆レクリエーション（申込不要）

スポーツ教室 （9/21までに要申込）

卓球教室 （9/28までに要申込） バザー広場 （申込不要）

温水プール無料開放 （申込不要）

実技もあるよ！
対象▶主に幼児～小学生を教える

指導者
日時▶９月29日㈯
　　　午前10時～正午
　　　（受付：午前９時30分～）
場所▶勤労青少年ホーム体育室
内容▶「スポーツとの出会い～目覚

め～飛躍のために」
講師▶宮

みやちか

近純
じゅんや

也さん
定員▶30人（申込先着順）
※定員に空きがある場合は当日の
参加もできます。
持ってくるもの▶動きやすい服装、

上靴

市卓球協会が優しく、
分かりやすく教えるよ！

日時▶10月7日㈰
　　　午前10時～午後2時

場所▶市民スポーツセンター卓球場

※当日参加もできます（できるだけ
事前に申し込んでください）。

　

噂のアクア・キングも
やってくるかも！？

対象▶3歳以上
※水泳キャップが必要です。
　また、小学2年生までは保護者
同伴での入水に限ります。
日時▶10月７日㈰
　　　午前10時～午後9時30分
※1人当たり2時間以内の利用です。

場所▶市民スポーツセンター
　　　温水プール

楽しいイベントも
盛りだくさん！

会場に足を運んでね！
日時▶10月7日㈰
　　　午前10時～午後4時
場所▶市民スポーツセンター駐車場
内容▶食べ物や物品販売など

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

２
０
１
２

！
〜
！
〜

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

（
５
７
１
）３
２
３
４

　
（
５
８
５
）１
６
３
４
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中学生大会 （各中学校へ要申込） 小学生大会 （8/30までに要申込）

自治会対抗 （8/31までに要申込）

子ども会対抗 （9/7までに要申込）

一般対抗 （8/31までに要申込　※相撲大会は9/19まで）

ソフトテニス大会
対象▶市内各中学校の男子、女子
日時▶9月29日㈯
　　　午前9時～午後5時
　　　（受付：午前8時～）
場所▶市民スポーツセンターテニ

スコート、北スポーツセンター
テニスコート他

グラウンドゴルフ大会
対象▶各地区自治会
日時▶9月30日㈰
　　　午前9時～午後3時
　　　（受付：午前8時30分～）

場所▶白水大池公園多目的広場

ドッジボール大会
対象▶各地区子ども会
日時▶10月７日㈰
　　　午前10時～午後3時
　　　（開会式：午前9時）

場所▶市民スポーツセン
　　　ターグラウンド

ビーチボールバレー大会
対象▶市内に居住または勤務す

る小学4年生以上の人
日時▶9月30日㈰
　　　午前10時～午後1時
　　　（受付：午前9時～）

場所▶勤労青少年ホーム体育室

ビーチボールバレー大会
対象▶各地区自治会
日時▶9月30日㈰
　　　午前10時～午後3時
　　　（受付：午前9時～）

場所▶市民スポーツセンター
　　　競技場

綱引大会
対象▶各地区子ども会
日時▶10月７日㈰
　　　午前10時～午後1時
　　　（開会式：午前9時）

場所▶市民スポーツセンター
　　　競技場

相撲大会
対象▶市内の小学生
日時▶10月7日㈰
　　　午前10時～午後3時
　　　（受付：午前9時～）

場所▶市民スポーツセンター
　　　相撲場

ソフトボール大会
対象▶市内各小学校の3年生以上
日時▶9月15日㈯
　　　午前9時～午後4時
　　　（集合時間：午前8時）
場所▶市民スポーツセンターグラ

ウンド、大谷小学校グラウ
ンド

ゲートボール大会
対象▶各地区自治会
日時▶9月30日㈰
　　　午前10時～午後3時
　　　（受付：午前9時～）

場所▶大谷小学校グラウンド

綱引大会
対象▶市内に居住または勤務する

高校生以上の人
日時▶10月7日㈰
　　　午後2時～午後5時
　　　（受付：午後1時30分～）
場所▶市民スポーツセンター
　　　競技場

参加者、ボランティア募集中！！ 詳しくはスポーツ課まで♪

9時）

セン
ド



public infomation from KASUGA city
市からの
お知らせ

　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」に
も載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し

て
来
年
の
２
月
末
ま
で
特
定
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。病
院
に
通
院
中
の
人
も

対
象
で
す
。

　
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た
め

に
、ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、ぜ
ひ
健
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
紛
失
し
た

場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
春
日
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
、昭
和
12
年
６
月
２
日
〜
昭
和
48
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
、誕
生
日
の
前
日

ま
で
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
費
用

▽
40
〜
69
歳
　
１
０
０
０
円

▽
70
〜
75
歳
　
５
０
０
円

※
年
齢
は
、今
年
度
到
達
す
る
年
齢
で
す
。

受
診
・
申
込
方
法

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
う
集
団
健
診

事
前
に
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に「
申
込
ハ
ガ
キ
」

を
提
出
す
る

▽
医
療
機
関
で
行
う
個
別
健
診

市
が
指
定
し
た
実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約

す
る

特定健康診査（メタボ健診）を受診しましょう
健康状態の確認を

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

市
教
育
委
員
会
は
、来
年
４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
を
対
象
に
健
康
診
断
を
行

い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、詳
し
い
内
容
を

記
載
し
た
ハ
ガ
キ
を
８
月
下
旬
に

送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
当
日
は
、専
門
の
相
談
員
が
、就

学
に
当
た
っ
て
の
心
配
や
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
　
平
成
18
年
4
月
２
日
〜
19

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

人

日
程
・
場
所

▽
９
月
19
日
㈬
　
春
日
東
小
学
校

▽
９
月
20
日
㈭
　
春
日
野
小
学
校

▽
９
月
21
日
㈮

　
春
日
南
小
学
校

▽
９
月
25
日
㈫

　
春
日
原
小
学
校

▽
９
月
26
日
㈬
　
春
日
北
小
学
校

▽
９
月
28
日
㈮
　
大
谷
小
学
校

▽
10
月
10
日
㈬
　
白
水
小
学
校

▽
10
月
16
日
㈫
　
春
日
西
小
学
校

▽
10
月
26
日
㈮
　
日
の
出
小
学
校

▽
10
月
31
日
㈬
　
須
玖
小
学
校

▽
11
月
6
日
㈫
　
天
神
山
小
学
校

▽
11
月
7
日
㈬
　
春
日
小
学
校

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
15
分

受
付
場
所
　
各
小
学
校
の
体
育
館

ま
た
は
多
目
的
ホ
ー
ル

健
診
項
目
　
内
科
・
歯
科
・
視
力
・

聴
力
・
適
性
検
査

持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、保
護
者
と
子
ど
も
の

上
履
き

就学時健康診断を行います
平成25年4月小学校入学予定の皆さんへ

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

資産等報告書の
審査結果を公開します

　春日市長等政治倫理条例に基づき
市長、副市長および教育長から提出
された資産等報告書を、春日市長等
政治倫理審査会が審査しました。
　これは、同条例の一部改正により、
一昨年度から同審査会の職務として
新たに加わったものです。
　審査の結果、指摘事項は特にあり
ませんでした。
　同審査会がまとめた審査結果報告
書は、市役所で閲覧することができ
ます。
閲覧開始日　8月31日㈮
閲覧先　情報政策課情報公開広報担

当（市役所2階）
（584）1111
（584）1142
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７
月
４
日
、燃
え
る
ご
み
の
収
集
作
業
中
に
、ご

み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
火
災
は
、ラ
イ
タ
ー
に
残
っ
て
い
た
ガ
ス
が

車
内
に
漏
れ
、火
花
が
引
火
し
た
こ
と
が
原
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
幸
い
に
も
軽
度
の
火
災
で
済
み
ま
し
た
が
、こ
の

よ
う
な
火
災
事
故
を
防

ぎ
、住
民
の
皆
さ
ん
や

収
集
作
業
員
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、

ラ
イ
タ
ー
を
処
分
す
る

際
は
必
ず
ガ
ス
を
使
い

切
っ
て
か
ら
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

ガ
ス
抜
き
の
方
法

①
周
囲
に
火
の
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、操
作
レ

バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。着
火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に

吹
き
消
す
。

②
輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、押
し
下
げ

た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定
す
る
。

※｢

シ
ュ
ー｣

と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ
ば
、ガ
ス
が

噴
き
出
し
て
い
ま
す
。聞
こ
え
な
い
場
合
は
、炎

調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
側
い
っ
ぱ
い
に
動

か
し
て
く
だ
さ
い
。

③
レ
バ
ー
を
固
定
し
た
ま
ま
、周
囲
に
火
の
気
が
な

く
風
通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら
１
日
置
く
。

④
着
火
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
、ご
み
と
し
て
出
す
。

処
分
方
法（
ガ
ス
を
使
い
切
っ
た
も
の
に
限
る
）

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ラ
イ
タ
ー

燃
え
る
ご
み

▽
金
属
製
の
ラ
イ
タ
ー

　
陶
器
・
金
属
類

ライターは適切に処分を
火災事故の原因になります

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

９
月
に
行
う
議
会
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
３
日
㈪
　
本
会
議（
議
案
の
上
程
、

提
案
理
由
の
説
明
）

▽
５
日
㈬
　
本
会
議（
議
案
質
疑
、委

員
会
付
託
な
ど
）・
決
算
審
査
特
別

委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
６
日
㈭
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
議
案
審
査
）

▽
７
日
㈮
・
10
日
㈪
・
11
日
㈫
　
各
常

任
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
12
日
㈬
・
13
日
㈭
　
決
算
審
査
特

別
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
18
日
㈫･

19
日
㈬
　
本
会
議（
一
般

質
問
）

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
ア
ナ
ロ
グ

19
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
１

１
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
）で
生
放
送

を
行
い
ま
す
。

▽
20
日
㈭
　
各
常
任
委
員
会（
議
案

採
決
）

▽
21
日
㈮
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
議
案
採
決
）

▽
24
日
㈪
　
各
常
任
委
員
会（
閉
会

中
の
調
査
事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
25
日
㈫
　
本
会
議（
委
員
長
報
告
、

質
疑
、討
論
、採
決
）

※
日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

春日市議会9月定例会
傍聴しませんか

議会事務局 　 （584）1111 （584）1146

市
立
中
学
校
の
給
食
管
理
員

（
嘱
託
）を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
中
学
校
の
給
食
管
理

業
務（
配
膳
室
の
管
理
、給

食
申
込
事
務
）、学
校
事
務

補
佐
業
務
な
ど

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）が
で

き
る
人

任
用
期
間
　
平
成
24
年
10
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
末

勤
務
日
数
　
週
５
日（
月
〜
金
曜

日
）

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
〜
午

後
５
時
の
う
ち
７
時
間
30

分（
途
中
45
分
の
休
憩
あ

り
）

勤
務
場
所
　
春
日
東
中
学
校（
若

葉
台
東
１
ー
41
）

報
酬
　
月
額
14
万
５
５
０
０
円

（
有
給
休
暇
・
社
会
保
険
あ

り
、賞
与
・
交
通
費
支
給
な

し
）

募
集
人
員
　
１
人

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、面
接

応
募
方
法
　
８
月
29
日
㈬（
必
着
）

ま
で
に
、履
歴
書
を
提
出

す
る（
郵
送
可
）

応
募
先
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育

担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

中学校給食管理員（嘱託）
職員を募集します

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153
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～まちの話題や人の紹介～

　6月17日、宮崎県で行われた「第23回九州身体障害者水泳選手権」
の25メートルの部で、市内在住の石

いしかわ

川正
まさ と

人さんが自由形と平泳ぎの
2種目、藤

ふじさき

崎 誠
まこと

さんが背泳ぎの部で優勝しました。
　また、石川さんは、5月に韓国で行われた「アジアの4カ国・地域に
よるアダプティブローイング（障害者ボート）選手権」にも日本代表
として出場。ボートを始めて2年であるにもかかわらず見事銅メダ
ルを獲得し、4年後のパラリンピック出場を目指しています。
　石川さんと藤崎さんの出会いは市が行っている障がい者水泳教
室。自衛官だった頃、訓練中の事故で下半身不随となった石川さん
が、リハビリの一環として訪れたのがきっかけです。
　始めのうちは浮くことすらできなかった石川さんですが、その頃
すでに全国障害者スポーツ大会で優勝経験のあった藤崎さんに泳
ぎのこつを教えてもらったり楽しく語り合ったりすることで、泳ぎが上達するだけでなく次第に前向きな気持ち
になっていったといいます。
　「中途障がいになっても、諦めずに努力をすればいろいろなことができます。同じような境遇の人に落ち込みか
ら立ち上がるきっかけをつくりたいです」と話す石川さん。現在は藤崎さんを部長とする「チャレンジャー」という
水泳チームを結成し、毎週土曜日、午後2時から4時までクローバープラザで10人の仲間と練習を行っています。
水泳を始めたいという障がいのある人はもちろん、ボランティアとして手助けをしてくれる人も随時募集中との
こと。「スポーツを通じてどんどん大きな輪をつくっていきたいです」と2人は今後の抱負を語ってくれました。

石川正人さん、藤崎 誠さん

スポーツを通じてみんなに勇気を

　㈱クリーン春日が、県の平成23年度エコ事業所表彰の「その他
の地球にやさしい（環境に配慮した）活動」部門で、最優秀事業所
に選ばれました。
　同社は、市内のごみを収集している市の一般廃棄物収集運搬委
託・許可業者です。地区で行われる祭りに参加してごみの仕分け
を一緒に行ったり、市内の小学校で出前講座や牛乳パックリサイクルの協力など環境教育を行ったりと、地域と関
わりながら環境保全に取り組んでいます。
　今回は、これらのさまざまな省エネ・省資源および地域社会貢献の取り組みを発展的に継続し、他社にも環境配

慮型の取り組みを提案推奨している点が高く評価されました。
　また、平成23年12月から翌年1月にかけて行われた「交通事故防止コンクー
ル」においても優秀事業所に選ばれました。
　7月5日、市役所を訪れた同社の戸

とわたり

渡健
けんいち

一さんと藤
ふじわら

原健
けん じ

二さんから受賞の報告
を受けた井上市長は「このように優秀な事業所が市内にあるということは大変
嬉しいことです。同じような事業所が増えてくれることを期待しています」と受
賞を称えました。

㈱クリーン春日

平成23年度エコ事業所表彰

◁
左
か
ら
、石
川
さ
ん
、井
上
市
長
、藤
崎
さ
ん

◁
左
か
ら
、藤
原
さ
ん
、井
上
市
長
、

戸
渡
さ
ん
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　筑紫地区の設計や測量会社などで組織する筑紫地区建設コン
サルタントが、6月29日、市役所を訪れ、車いすを寄贈しました。
　同協会は、市民の人たちに利用してもらおうと、これまで車い
すやベビーベッドなどの寄贈を続けており、今回で9回目です。
　寄贈を受け、井上市長は、「毎年寄贈をいただきありがとうご
ざいます。大切に利用します」とお礼を述べました。
　今回寄贈された車いすは、来庁した市民に利用してもらうため、市役所1階ロビーに設置します。

筑紫地区建設コンサルタンツ協会

車いす寄贈
◁
車
椅
子
を
寄
贈
し
た
同
協
会（
左
か
ら

坂さ
か
い井
孝こ

う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
広
報
委
員
長
、平ひ

ら
や
ま山
雅ま

さ
と
し敏
副

会
長
、井
上
市
長
、大や

ま
と和
公き

み
ひ
こ彦
会
長
、西に

し
お尾

周ひ
ろ
し

理
事
）

◎市民から公募した広報レポーターが身近な話題を提供します。

春日東小校区別研修会 古紙分別で燃えるごみの削減を
　6月22日、春日東小学校で校区別研修会が行われ、「古紙分別で燃え
るごみの削減を」をテーマに、保護者と児童合わせて50人が古紙の分
別について学習しました。
　まず市の燃えるごみの現状についてごみ減量推進課の担当者から
説明を受け、その中の3分の1を占める「紙ごみ」についてさらに詳し
い話がありました。参加者の中には配布された資料をしっかり見た
り、メモを取ったりする児童もいて真剣に話を聞いていました。一通
り分別の仕方を学んだ後は、4つのグループに分かれて実際に雑がみ
を分別し、回収できないものを選んでみました。結果、子どもたちのグループは全問正解と成績優秀でした。
　1年間に新しく生産される紙は約2700万トン。これは昨年の東日本大震災で発生したがれきよりも多いそ
うです。これらがたった1度使用されただけで灰になるのはとても残念なことです。少しでも多くの紙がリサ
イクルされるように、一人一人が古紙分別をしっかりと心掛けたいものです。　（広報レポーター　吉

よしだ

田文
あやこ

子）

グー、パーで若返り 笑顔いっぱい健康体操
　「いつまでも健康でいたい」と春日原地区は、平成17年7月から65歳以上の地区住民を対象に、健康体操を
行っています。内容は、いすに座って行う体操やチューブを使った体操、ストレッチやマッサージなど1時間
に渡り多様。発足当時は15人くらいの参加だったのが、今では30人ほどで体操を楽しんでいます。

　シルバー世代になると足腰が衰えてきたり外出の機会が減ったり
する傾向にありまが、参加者は、「公民館でこういった教室に参加す
る機会があって健康維持ができます。ここで友達もできて、この日を
楽しみにしています」と喜んでいます。
　「グー、パー」と笑顔で手の運動、「よいしょー、どっこいしょー」と
足の運動。大声を出すことでストレス解消にもなりそうです。

 （広報レポーター　鬼
おにづか

塚文
ふみ こ

子）
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第
４
回

春
日
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
、市
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
会
員
、市
体
育
協
会
会

員

日
時
　
９
月
23
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所
　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博

多
区
銀ぎ

ん
て
ん
ち
ょ
う

天
町
３
ー
５
ー
15
）

種
目

▽
男
子
の
部
　
３
ゲ
ー
ム

▽
女
子
の
部
　
３
ゲ
ー
ム

参
加
費

▽
中
学
生
以
下

　
５
０
０
円

▽
一
般

　
１
５
０
０
円

定
員

　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
ボ
ウ
リ
ン

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

グ
協
会
事
務
局（
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
内
） 

楢な
ら
ざ
き崎
・
本も

と
や
ま山

（
５
８
１
）０
１
２
２

（
５
８
５
）５
５
９
８

第
６
回
春
日
市
シ
ン
グ
ル
ス

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
種
目
に
よ
っ
て
日
時
が
違
い
ま
す
の

で
、間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時
・
種
目

▽
９
月
16
日
㈰（
雨
天
時
９
月
23
日
㈰
）

一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
級
、シ
ニ
ア
男
子
60

才
以
上

▽
９
月
20
日
㈭（
雨
天
時
９
月
27
日
㈭
）

一
般
女
子
、グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
男
子

70
才
以
上

場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費（
当
日
受
付
で
納
入
）

▽
一
般
　
１
人
当
た
り
２
０
０
０
円

▽
協
会
会
員
　
１
人
当
た
り
１
５
０
０

円
申
込
方
法
　
９
月
６
日
㈭（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、雨
天
延
期
の
際

の
出
欠
、協
会
会
員
の
人
は
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
書
い
て
送
る

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
受
付
は
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む
人
は
必
ず

電
話
で
受
付
完
了
の
確
認
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
先
　
同
大
会
係 

石い
し
い井
親よ

し
て
る輝（
〒
816

ー
０
８
３
１
大
谷
２
ー
62
）

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先
　
同
大
会
係 

福ふ
く
し
ま嶋

（
５
８
６
）０
６
４
８（

兼
用
）

認
知
症

医
療
講
演
会

　
認
知
症
は
早
期
に
発
見
、早
期
治
療

を
す
る
こ
と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。最
新
の
治
療
法
や
予
防

法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
医
療

講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
９
月
６
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

　「
認
知
症
の
予
防
と
治
療
法
に

つ
い
て
」

講
師

　
池い

け
だ田
耕こ
う
い
ち一
さ
ん（
池
田
脳
神
経

外
科
医
師
）

定
員

　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
し
、そ
の
人

や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支
援
を

行
う「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」は
、現
在
、

全
国
で
約
３
２
０
万
人
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
人
に
は
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、認
知
症
の

人
を
支
援
す
る
」と
い
う
意
思
を
示
す

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
、認
知
症
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
８
月
30
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
講
話「
認
知
症
の
基
礎
知
識
と
対
応

の
方
法
に
つ
い
て
」

▽
家
族
の
会
に
よ
る
介
護
体
験
談

定
員

　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
８
月
27
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
介
護

予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会

福
祉
講
演
会

　
共
同
募
金
運
動
に
対
す
る
功
労
者
と

春
日
市
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
啓
発

チ
ラ
シ
に
お
け
る
絵
画
入
賞
者
の
表
彰

式
典
と
、福
祉
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
９
月
29
日
㈯

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容
・
時
間

▽
式
典

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

▽
講
演「
地
雷
被
害
の
現
状
と
３
・
11
後

の
支
援
の
継
続
に
つ
い
て
」

午
後
２
時
15
分
〜
４
時

講
師

　
大お

お
た
に谷
賢け

ん
じ二
さ
ん（
一
般
社
団
法

人
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
理
事
長
）

問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８
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定
員
　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
会

（
予
約
不
要
）も
行
い
ま
す
。現
在
生

成
中
の
堆
肥（
一
握
り
程
度
）を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
５
７

（
５
８
４
）１
１
４
７

（
５
０
１
）０
０
５
１

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
・
相
談
会

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
手
軽
に

生
ご
み
の
減
量
と
、栄
養
た
っ
ぷ
り
の

堆
肥
作
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　
受
講
は
無
料
で
、受
講
者
に
は
コ
ン

ポ
ス
ト
の
セ
ッ
ト（
１
世
帯
１
個
）を
差

し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
９
月
13
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
市
役
所
４
階
４
０
５
・
４
０
６

会
議
室

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、親
子
あ

そ
び
や
保
護
者
同
士
の
交
流
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
生
後
２
〜
６
カ
月
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

※
２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま

す
。

日
時
　
９
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
　
す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２

ー
１
２
０
）

内
容
　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員
　
10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
８
月
21
日
㈫
以
降
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・

生
年
月
日
・
居
住
地
区
・
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か

「
パ
パ
・
マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム
」

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
読
書
で
き
る
よ

う
に
託
児
を
行
い
ま
す
。図
書
館
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
託
児
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
す
が
の「
ま
か
せ
て
会
員
」

が
行
い
ま
す
。

対
象
　
生
後
３
カ
月（
首
が
据
わ
っ
た

子
ど
も
）〜
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

日
時
　
９
月
12
日
㈬

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所
　
市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

託
児
場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
集
会
室
Ａ

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
５
０
０
円

定
員
　
５
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
８
月
22
日
㈬
〜
９
月
５
日

㈬
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
保
護
者
と

子
ど
も
の
名
前
、子
ど
も
の
生

年
月
日
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　
託
児（
１
人
３
０
０
円
）も
あ
り
ま

す
。

対
象
　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時
　
９
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費
　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員
　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記

名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法

　８
月
15
日
㈬
〜
31
日
㈮
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生

年
月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

　奴国の丘歴史資料館のエントランスで、勾
まがたま

玉
つくり体験ができるようになりました。
　家族や友達と一緒に自分だけのオリジナル勾
玉をつくりませんか。できあがった勾玉はその
場で持ち帰ることができます。
　ぜひ立ち寄ってみてください。
体験日時　休館日を除く日の午前9時～午後4

時30分（受付：～午後4時）
休館日　毎月第3火曜日（祝日の場合は翌日）、

12月28日～ 1月4日
費用　50円（1セット）
場所・問い合わせ先　同資

料館（岡本３ｰ57）
（501）1144
（573）1077

できました！
「勾玉つくり体験コーナー」
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３
Ｒ
指
導
農
園

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

　
畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
、生
ご
み
堆
肥

を
使
っ
た
野
菜
作
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

熟
成
方
法
の
こ
つ
な
ど
も
教
え
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象
　
過
去
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
講
習
会
を
受
講
し
た
人

○
３
Ｒ
指
導
農
園

日
時
　
９
月
18
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
昇
町
２
ー
40

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
10
人（
申
込
先
着
順
）

○
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

日
時
　
９
月
21
日
㈮

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
市
役
所
４
階
４
０
５
・
４
０

６
会
議
室

定
員
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
３
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、新
た
に

自
転
車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、９
月
11
日
㈫

午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、９
月
13
日
㈭
〜
20
日
㈭

（
平
日
の
み
）の
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
30
分
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
プ
ラ
ザ

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

水
源
地〝
九
重
〞で
自
然
を
考
え
る

参
加
者
募
集

　
福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、流
域
連
携
基
金
環
境
対
策
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、福
岡
都
市
圏
共
通

の
水
源
地
域
で
あ
る「
九こ

こ
の
え重

」を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、自
然
を
守
り
育
む

大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に「
水

源
地〝
九
重
〞で
自
然
を
考
え
る
」に
参

加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
５
７

（
５
８
４
）１
１
４
７

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
、再
利
用

で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
自
転
車（
約

30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具（
約
１
０
０

点
）な
ど
を
展
示
し
、譲
渡
ま
た
は
販
売

（
自
転
車
の
み
）し
ま
す
。

　
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん
で

い
る
人

展
示
期
間
　
９
月
４
日
㈫
〜
９
日
㈰

（
８
日
㈯
を
除
く
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法
　
展
示
期
間
中
に
、ハ
ガ
キ

（
１
世
帯
１
枚
、表
面
に
申
込
者

の
住
所
と
氏
名
を
記
入
、裏
面

が
白
紙
の
も
の
）を
持
参
し
、受

付
で
申
し
込
む

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具

類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
無

効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）で
、

防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も
必
要
で

す
。

対
象
　
福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時
　
９
月
８
日
㈯

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

集
合
解
散
場
所
　
福
岡
市
役
所

場
所
　
九
重
森
林
公
園
ス
キ
ー
場
、長

者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
タ

デ
原
湿
原

内
容

▽
講
演
会

演
題
　「
九
重
の
自
然
を
語
る
」

講
師
　
高た

か
は
し橋
裕ゆ

う
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん（「
九
重
の

自
然
を
守
る
会
」副
会
長
）

▽
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
タ
デ
原

湿
原
散
策

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

参
加
費
　
１
人
当
た
り
１
０
０
０
円

（
昼
食
代
、傷
害
保
険
料
な
ど
）

定
員
　
80
人

申
込
方
法
　
８
月
22
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
に
事
業
名（
水
源
地〝
九

重
〞で
自
然
を
考
え
る
参
加
希

望
）、応
募
者
全
員
分
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号（
緊
急
連
絡

先
）を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て
ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡
市

役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

「
ふ
ろ
し
き
で
３
Ｒ
」

　
一
枚
の
布
が
包
み
方
し
だ
い
で
い
ろ

い
ろ
な
形
に
変
身
し
ま
す
。昔
な
が
ら

の
知
恵
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
９
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

実
習
室
Ｂ（
大
谷
６
ー
24
）

定
員
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
８
月
16
日
㈭
〜
31
日
㈮
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

※
後
日
、持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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情報ひろば

午
前
10
時
〜
正
午

内
容
　
竹
と
ん
ぼ
作
り

参
加
費
　
１
０
０
円

定
員
　
15
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
軍
手

申
込
期
限
　
９
月
11
日
㈫

申
込
方
法
　
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/̃m

a
chicen

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級

試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　「
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

と
は
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が

安
心
で
き
る
住
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、各
種
専
門
家（
建
築
士
、ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
な
ど
）と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
す
る
人
材

で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
居
宅
介
護
支

援
住
宅
改
修
費
の
支
給
申
請
に
関
わ
る

理
由
書
作
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
専

門
職
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
。

日
時
　
９
月
24
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈭
の

毎
週
月
・
木
曜
日（
10
月
８
日
㈪

を
除
く
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所
　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
３

（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料

▽
一
般
　
１
万
７
０
０
０
円

▽
商
工
会
員
　
９
０
０
０
円

※
別
途
、テ
キ
ス
ト
代
４
７
２
５
円
が

必
要
で
す
。

定
員
　
35
人（
申
込
先
着
順
、定
員
に
満

た
な
い
場
合
中
止
）

申
込
方
法
　
９
月
３
日
㈪
〜
13
日
㈭
に

窓
口
で
申
し
込
む

※
支
払
い
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会（
伯

玄
町
２
ー
24
）

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

講
座
受
講
者
募
集

○
マ
マ
の
た
め
の
笑
顔
塾

日
時
　
８
月
28
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

テ
ー
マ
　「
親
子
で
誕
生
学
を
受
け

て
み
よ
う
」

内
容
　
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
嬉
し

く
な
る
と
未
来
が
楽
し
く
な

る
い
の
ち
の
話「
誕
生
学
」を

聞
い
て
、い
の
ち
の
大
切
さ

を
思
い
起
こ
し
親
子
の
絆
を

深
め
る

参
加
費
　
１
０
０
０
円（
資
料
代
含

む
）

定
員
　
15
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
、上

履
き

申
込
期
限
　
８
月
25
日
㈯

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時
　
９
月
３
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容
　
チ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
パ
ン
、五

穀
と
米
粉
の
パ
ン

参
加
費
　
１
５
０
０
円

定
員
　
12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、筆
記
用
具
、上
履
き
、

パ
ン
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限
　
８
月
31
日
㈮

託
児
　
５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
８
月

27
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
〜
も
の
づ
く
り

体
験
王
国
〜

対
象
　
小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

日
時
　
９
月
15
日
㈯

問い合わせ先　環境課
（584）1111　 （584）1147

参考：よくわかる電気の省エネ（平成 23年11月九州電力㈱作成）

　暑い日が続いています。今回は、キッチン周り
の省エネや節電のこつを紹介します。
冷蔵庫
▷設定温度を「強」から「中」にする（年間で約
1260円の節約）

▷扉の開閉を減らす（年間で約210円の節約）
※よく出し入れするものは保冷剤を入れた
クーラーボックスを活用すると便利です。

▷開けている時間を短くする（年間で約120円
の節約）

▷物を詰め込み過ぎない（年間
で約890円の節約）
※冷気の流れを良くするだけ
でなく、取り出したいもの
を探す時間も減らせます。

▷冷蔵庫が放熱できるように壁から離して設置
する（年間で約920円の節約）
※ガスコンロの横や直射日光が当たる場所も
避けましょう。

▷熱いものは十分に冷ましてから冷蔵庫に入れる
※冷やすのに無駄な電気がいらず、一緒に
入っている他の食材も傷めません。

▷ドアのパッキンを点検する
※ドアにハガキなどを挟んでずり落ちるよう
なら取り替えてください。

炊飯器
▷長時間の保温は行わない（年間で約530円の
節約）
※冷凍保存や機能的なおひつを活用しましょう。

▷1日分のご飯をまとめ炊きする
※特に、電力使用がピークとなる午後1時か
ら4時を避けてください。

電子レンジ
▷解凍するときは自然解凍を利用する
電気ポット
▷長時間使用しないときはプラ
グを抜く（年間で約2190円
の節約）
※保温を2時間以上すると、
一度切って再沸騰させるよ
り電気を使います。

▷電気ポットの使用を止めて、使う分だけガス
コンロで沸かす
※旧型の大型ポットは、冷蔵庫より年間消費
電力量が大きいというデータもあります。
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読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
ミ
ニ
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
図
書
館
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
本
の

魅
力
を
伝
え
、本
を
手
渡
す
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
し
て
い
ま
す
。読
み
聞
か

せ
で
絵
本
を
読
ん
だ
後
に
１
冊
の
本
を

紹
介
す
る
ミ
ニ
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
は
無
料
で
、託
児（
申
込
先
着

順
）も
あ
り
ま
す
。

対
象
　
現
在
、市
内
で
読
み
聞
か
せ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人

期
日
　
９
月
13
日
㈭
、10
月
４
日
㈭
・
11

日
㈭
・
18
日
㈭（
４
日
間
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
他（
大
谷
６
ー
24
）

定
員
　
30
人

申
込
方
法
　
９
月
11
日
㈫
ま
で
に
申
込

用
紙
を
市
民
図
書
館
の
児
童
カ

ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る

※
用
紙
は
市
民
図
書
館
で
配
布
し
て
い

ま
す
。ま
た
、電
話
で
の
申
し
込
み
も

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
図
書
館

（
大
谷
６
ー
24
）

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　
食
品
衛
生
法
で
、施
設
ご
と
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
食
品
衛
生
責

任
者
に
な
る
た
め
の
、知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。

日
時
　
10
月
２
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料
　
８
０
０
０
円

定
員
　
２
８
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、受

講
日
、連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
筑
紫
食
品
衛

生
協
会

（
５
７
５
）５
０
５
６

（
９
８
２
）８
３
１
９

幼
児
の
た
め
の
自
然
体
験
教
室

〜
感
性
と
自
立
心
を
育
む
〜

　
子
ど
も
が
家
族
と
離
れ
て
自
然
と
触

れ
合
い
、強

き
ょ
う
じ
ん靭

な
体
と
豊
か
な
感
性
、自

立
心
や
生
活
習
慣
、協
調
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
し
た
自
然
体
験
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
保
育
者
を
目
指
す
学
生
が
、１
対
１

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
４
〜
５
歳

日
時
　
９
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰（
１
泊

２
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
お
き
ら
く
荘（
糟
屋
郡
篠
栗
町
）

参
加
費
　
１
８
０
０
円

定
員
　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
10
日
㈪
ま
で
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
精
華
女
子
短

期
大
学
幼
児
保
育
学
科 

田た
じ
り尻

（
５
９
１
）６
３
３
１

（
５
９
２
）３
５
９
１

tajiri@
seika.ac.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

参
加
者
募
集

　
福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
は
、県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
者
や
興
味
が

あ
る
人
を
対
象
に
、活
動
の
活
性
化
と

団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た

め
、組
織
運
営
や
人
材
育
成
な
ど
の
専

門
研
修
、活
動
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

　
９
月
９
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
Ａ
Ｂ

テ
ー
マ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
運
営

〜
振
り
返
り
と
棚
卸
し
を
し
よ

う

講
師
　
今い

ま
む
ら村
晃て

る
あ
き章
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
九
州
理
事
）

定
員
　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
５
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
郵
便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、所
属
団
体
名
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
財
団
振
興

課（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３

ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

内
）

（
５
８
２
）２
３
９
６

（
５
８
２
）２
４
１
５

k2@
fp-kikin.or.jp

警
備
業

体
験
雇
用
を
実
施
し
ま
す

　
県
は
、求
人
需
要
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
警
備
業
界
へ
の
就
職
を
支
援
す
る

た
め
、警
備
会
社
で
の
体
験
雇
用
を
実

施
し
ま
す
。警
備
業
務
に
関
心
が
あ
る

人
は
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
　
現
在
失
業
中
で
18
歳
以
上
の
求

職
者（
学
生
・
警
備
員
資
格
保
持

者
を
除
く
）

雇
用
期
間

　
３
カ
月
間

応
募
期
限

　
12
月
28
日
㈮

応
募
方
法

　
こ
の
事
業
を
受
託
し
て
い

る
警
備
会
社
に
直
接
問
い
合
わ

せ
る
か
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

紹
介
を
受
け
る

※
体
験
雇
用
受
託
警
備
会
社
の
一
覧
や

労
働
条
件
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
る
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
若
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県

雇
用
対
策
協
会
内
）

（
７
２
０
）８
８
３
２

（
７
２
５
）１
７
７
６

http://w
w
w
.ssc-f.net

第
42
回
青
年
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

　
政
治（
選
挙
制
度
）に
つ
い
て
学
習
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
20
〜
30
歳
く
ら
い
の
人

期
日
　
10
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰（
１
泊
２

日
）

場
所
　
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

（
篠
栗
町
金か

な
い
で出
３
３
５
０
ー
２
）

定
員
　
40
人

申
込
期
限
　
９
月
26
日
㈬

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
選
挙
管
理

委
員
会

（
６
４
３
）３
０
７
７

（
６
４
３
）３
０
７
８

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

f06/tsudoi.htm
l
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情報ひろば

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
、次
の
戦
域
で

の
戦
没
者
の
遺
族
な
ど
を
対
象
に
、慰

霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳

以
下
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

▽
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人

を
除
く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹

▽
弾
力
的
運
用
の
人（
戦
没
者
の
孫
、参

加
す
る
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、

甥
、姪
）

※
自
費
参
加
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。

○
硫
黄
島（
第
３
次
）

期
間
　
平
成
25
年
２
月
26
日
㈫
〜
27

日
㈬（
２
日
間
）

定
員
　
１
０
０
人

○
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島（
１

班
お
よ
び
２
班
）

期
間
　
平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
〜
10

日
㈰（
９
日
間
）

定
員
　
20
人

※
予
定
時
期
・
期
間
、定
員
は
今
後
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

※
後
日
必
要
書
類
の
提
出
が
必
要
で

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
計
画
課

地
域
福
祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

学
び
す
と
春
日

会
員
追
加
募
集

　
市
社
会
教
育
関
係
団
体
の「
学
び
す

と
春
日
」は
、次
の
各
教
室
の
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

○
絵
手
紙

　
絵
と
言
葉
で
温
か
い
気
持
ち
を
伝

え
る
味
わ
い
の
あ
る
絵
手
紙
を
作
り

ま
せ
ん
か
。絵
を
初
め
て
描
く
人
も

大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

講
師
　
金か

ん
の
う納
末す

え
こ子
さ
ん

会
費
　
月
額
１
４
０
０
円

○
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
に
、仲
間
と

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
楽
し
く
演
奏
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
第
１
・
第
３
水
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

会
費
　
月
額
１
５
０
０
円

○
水
墨
画

　
水
墨
画
の
基
礎
や
基
本
技
法
を
学

び
、楽
し
く
描
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師

　
倉く

ら
ち地

　
博

ひ
ろ
し

さ
ん

会
費

　
月
額
２
０
０
０
円（
別
途
教

材
費
が
必
要
）

○
短
歌
サ
ー
ク
ル

　
日
常
の
中
で
ふ
と
感
じ
た
心
の
動

き
を
、短
歌
の
リ
ズ
ム
で
詠
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師
　
大お

お
く
ぼ

久
保
富ふ

じ

こ
士
子
さ
ん

会
費
　
月
額
１
０
０
０
円

○
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス

　
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合

わ
せ
て
、一
緒
に
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
第
１
・
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
費
　
月
額
１
０
０
０
円（
３
カ
月

分
前
納
、別
途
年
間
保
険
料

１
８
５
０
円
が
必
要
）

活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

※
い
ず
れ
の
教
室
も
月
会
費
の
他
に
、

年
会
費
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

な
お
、祝
日
な
ど
で
学
習
日
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
団

体
連
絡
室

（
５
７
５
）０
７
６
８（

兼
用
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
１
団

活
動
体
験
会
・
説
明
会

　
親
子
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
見

て
、体
験
し
て
、活
動
内
容
の
説
明
を
聞

い
て
、た
く
ま
し
い
子
育
て
の
方
法
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

幼
稚
園
年
長
〜
小
学
２
年
９
月

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

小
学
２
年
10
月
〜
小
学
５
年
９
月

○
活
動
体
験
会

日
時
　
９
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所
　
奴
国
の
丘
歴
史
公
園（
岡
本

３
ー
57
）、岡
本
公
園（
岡
本

２
ー
96
）

○
説
明
会

日
時
　
９
月
９
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時

場
所
　
岡
本
公
民
館（
岡
本
３
ー
65
）

問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
務
局 

城き

ど戸

（
５
０
１
）４
４
０
２

０
９
０（
７
３
９
４
）４
１
１
８

平
成
24
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

○
一
般
曹
候
補
生

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日
　
９
月
17
日
㈪

二
次
試
験
日

　
10
月
４
日
㈭
〜
11
日

㈭

○
航
空
学
生

対
象

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）以
上

21
歳
未
満
の
人

一
次
試
験
日

　
９
月
22
日
㈯

二
次
試
験
日
　
10
月
13
日
㈯
〜
18
日

㈭

三
次
試
験
日
　
11
月
10
日
㈯
〜
12
月

13
日
㈭

○
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

筆
記
試
験
　
９
月
17
日
㈪

口
述
・
身
体
検
査
　
９
月
25
日
㈫
〜

10
月
３
日
㈬

○
自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日
　
９
月
23
日
㈰
〜
26
日
㈬

申
込
受
付
期
限
　
９
月
７
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐

所

（
５
９
１
）７
４
５
０（

兼
用
）

個
人
事
業
税

納
期
は
８
月
31
日
で
す

　
個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期
は
８

月
31
日
㈮
で
す
。忘
れ
ず
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
便
利
な
口
座
振
替
納
税
制
度
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
筑
紫
県
税
事
務
所
課

税
課

（
５
１
３
）５
５
７
４

（
５
１
３
）５
５
９
７
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たんぽぽメール
○「親子でぎゅっ♪」に遊びにきませんか
　子育て支援センターのたんぽぽルームで、毎週水曜日と金
曜日の午後1時30分から「親子でぎゅっ♪」を行っています。
ふれあい遊びや絵本の読み聞かせ、手作りおもちゃの紹介な
ど、赤ちゃんから就学前の子どもまでが親子一緒に遊びを楽
しんでいます。
　水曜日は「かばくん」の絵本が登場し、参加者みんなで
「おーい！おーい！かばくん！」と大きな声で呼び掛けています
よ。金曜日は須玖保育所の保育士が季節に合った遊びなど
を提供しています。
　ほっと一息しながら楽しいひとときを一緒に過ごしましょう。

○作ってみよう 「でてこい、おばけ！」
　夏の風物詩の「おばけ」。ちょっぴり怖いけど、一緒に遊ん
でみるのもいいかな？ストローで「ふー」と吹けるようになっ
たら楽しめるおもちゃです。
【材料】
紙コップ・牛乳パック・ヨーグルトな
どの容器、曲がるストロー、ビニー
ル袋（傘用や、ビニール手袋も面白
いですよ）
【作り方】
１．曲がるストローの先にビニール袋
をくっつけます（袋にはおばけや動
物など絵を描きましょう）。

２．紙コップ・ヨーグルトカップ・牛乳
パックに穴をあけてストローを通し
ます。

３．容器の中にビニール袋を押し込ん
だらできあがり。

▽
病
気
の
症
状
な
ど
を
本
人
や
家
族

な
ど
が
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
へ
適
切
に
対
応

す
る
方
法
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
、本
人
の
介
護
の
希

望
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

▽
同
じ
こ
と
を
何
回
も
言
っ
た
り
、

聞
い
た
り
す
る
。

▽
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
。

▽
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立

つ
。

▽
日
付
、時
間
、場
所
の
感
覚
が
不
確

か
に
な
っ
た
。

▽
病
院
か
ら
も
ら
っ
た
薬
の
管
理
が

で
き
な
く
な
っ
た
。

▽
以
前
あ
っ
た
関
心
や
興
味
が
な
く

な
っ
た
。

▽
財
布
な
ど
を
盗
ま
れ
た
と
言
う
。

▽
計
算
の
間
違
い
が
多
く
な
っ
た
。

▽
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　前
記
の
よ
う
な
物
忘
れ
や
生
活
に

支
障
が
出
る
よ
う
な
意
欲
・
自
発
性

の
低
下
な
ど
は
症
状
の
一
部
で
す
。

　ま
た
、症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
の
で
、安
易
に
自
己
診
断
を
行

わ
ず
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、日

頃
の
行
動
や
症
状
、困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
書
き
留
め
る
な
ど
し
て
、

必
ず
精
神
科
な
ど
の
専
門
医
や
か
か

り
つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　高
齢
者
が
今
ま
で
の
生
活
を
継
続

す
る
た
め
に
は
、そ
の
生
活
を
よ
く

知
っ
て
い
る
家
族
、知
人
、地
域
の
人

た
ち
が
、普
段
と
の
違
い
や
変
化
に

気
付
き
、認
知
症
の
早
期
の
受
診（
治

療
）に
つ
な
げ
、適
切
な
援
助
を
行
い

な
が
ら
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。　一

人
一
人
の
気
付
き
を
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
活
を
送

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　認
知
症
は
、早
期
発
見
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
が
、「
老
化
に
伴
う
物
忘

れ
」か「
認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
る

物
忘
れ
」か
を
見
極
め
る
こ
と
が
難

し
い
た
め
、受
診
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

老
化
と
認
知
症
の
脳
の
違
い

　老
化
に
よ
る
年
相
応
の
物
忘
れ
は
、

い
っ
た
ん
記
憶
し
た
情
報
を
脳
の
中

か
ら
取
り
出
し
に
く
く
な
っ
て
い
る

状
態
で
、ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　一
方
、認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
は
、

何
ら
か
の
原
因（
病
気
）に
よ
り
、脳

の
中
に
情
報
を
し
ま
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
つ
ま

り
、「
覚
え
ら
れ
な
い
」
状
態
の
脳
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

原
因
を
早
期
発
見
す
る
メ
リ
ッ
ト

▽
病
気
の
進
行
を
抑
え
、
症
状
に
応

じ
た
服
薬
な
ど
の
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

知
っ
て
い
ま
す
か

〜
認
知
症
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
〜

　高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
認
知
症
は
他
人
事
で
は
な
い

身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
認
知
症
の
初
期
症

状
や
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

△初めは大人が吹いて
みせてみましょう
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茂
も ぎ

木 廉
れんや

弥ちゃん（上白水）
平成21年8月16日生

徳
とくしま

島　希
のぞみ

ちゃん（日の出町）
平成23年8月18日生

白
しろうず

水 幹
かんた

大ちゃん（平田台）
平成23年8月17日生

坂
さかもと

元 陽
ようた

太ちゃん（春日原南町）
平成23年8月25日生

平
たいら

　唯
ゆ あ

愛ちゃん（上白水）
平成23年8月28日生

8月後期

10
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
３
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先
　
市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　
　
　
　
　
　 

　  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      　7/15現在

◎総人口    110,641人

女 　56,894人

男　 53,747人

◎世帯数  45,253世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下のQRコードを読み取って、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メール受信の
ために所要の通信費がかかります。
ksg-c@ansin-anzen.jp

問い合わせ先
地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日西中学校区の取り組み

　春日西中学校区（春日西中・春日西小・白水小）では、
「WBC（西中ブロックコミュニティ）学校共育構想」を立ち
上げ、西中ブロックコミュニティ・スクールとして3校が連
携して教育活動を進めています。教育目標を「地域とともに
生きていく児童・生徒の育成」として、目指す児童・生徒像を
「学びに進んで取り組む児童・生徒」「心豊かな関係をつく
る児童・生徒」「地域に係

かか

わろうとする児童・生徒」と設定し
ています。
　重点目標を「学力の向上」「豊かな心の育成」「体力の向
上」の3点とし、「学力の向上」では自学ノートの活用、「豊か
な心の育成」では不登校に関わる小・中学校交流会、児童
会・生徒会連携による活動（あいさつ運動、生徒会による児
童会への活動のレクチャー）、「体力の向上」では小学校への
出前授業の実施や西中いきいき広場（小学生部活動体験）
などの取り組みを小・中学校で連携して推進しています。
　今年6月26日には春日西中学校で「コミュニティ・スクー
ル合同研修会～ワールド・カフェ IN 春日西中学校～」を

開催し、春日西中校区自治会関係者、各学校のＰＴＡや教職
員の81人が参加しました。この研修会では、平成18年度か
ら進めてきた、コミュニティ・スクールの取り組みを今一度
再確認することで共通理解を図り、今後のコミュニティ・ス
クールの在り方を探りました。講師に、ＮＰＯ法人津屋崎ブ
ランチの山

やまぐち

口 覚
さとる

さんを招き、ワールド・カフェという手法で、
「コミュニティ・スクールを通して、私たち大人が『学んでい
るなぁ～』と感じることって何だろう？」をテーマに、お互いの
意見を出し合い、とても意義深い研修会となりました。活動の
最後には、まだ話し足りないという様子の参加者から、意欲
が感じられました。
　参加者アンケートでは、「楽しく参加できた」「知らない人
とコミュニケーションをとることができた」など、ワールド・カ
フェに対する意見とともに、「地域・保護者の意識が高まって
きた」「生徒のボランティア活動が地域と共に育っている」な
どの意見も多く、今後のコミュニティ・スクールを考えるよい
機会となりました。

▲集中して中学校の授業を受ける小学6年生

～春日西中学校・春日西小学校・白水小学校～

教務課 教育総務担当　☎（584）1111　 （584）1153



　７月末、ようやく梅雨明けし、夏本番を迎
えましたが、突然の雨や夕立に悩まされ、
外出には傘がかかせないという日が続きま
した。
　それでも、天気のいい休日があったの
で、子どもを連れて、モルモットやウサギ、ヤ
ギ、ブタなどの動物たちとじかに触れ合い
ながらエサをあげることができる「ふれあい
動物園」へ出掛けました。動物たちはエサ
をあげると元気にモリモリ食べていました
が、その日は30℃を超える真夏日。扇風機
や水を入れて凍らせたペットボトルで涼し
さを確保してあるものの、夕方になっても暑
く、動物たちもうんざりしているようでした。
　暦の上では立秋を過ぎましたが、まだま
だ暑い日が続き、厳しい残暑になりそうで
す。ちょっとした外出でも熱中症などになら
ないよう心掛けながら、残りの夏を楽しみ
たいと思います。　　　　　　　　　　N

小倉地区の文化財①
～あらまし～

　小倉地区は弥生時代前期（今から約2400年前）の住居や墓が見つかった伯

玄社遺跡（伯玄町2丁目）、弥生時代後期頃（今から約1900年前）に青銅器が多

数埋納された紅葉ヶ丘遺跡（紅葉ヶ丘西3丁目）や西
にしかた

方遺跡（小倉4丁目）など、

市内の弥生遺跡の中でも類例の少ない遺跡や遺物が発見された地域です。

　小倉という地名が文献に現れるの

は、鎌倉時代初期の文書とされる「弥
み

勒
ろく じ

寺喜
き た い ん

多院所
しょりょうちゅうもん

領注文」の中で、この地

が弥勒寺（大分県宇佐神宮に付属する

寺）の荘園であったことが記されていま

す。 

（奴国の丘歴史資料館） △西方遺跡から発掘された銅矛
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